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アレー微動記録を用いた車籠埔断層の上盤サイトと下盤サイトでの S 波速度構造
の推定 

Estimation of S-wave velocity structure at a hangingwall site and a footwall site of 
Chelungpu fault by using microtremor records 
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台中盆地の北部にある車籠埔断層の下盤サイト(TCU049)と上盤サイトでアレー微動観測を行い、S波速度の推定

を行った。台中盆地の中部の下盤サイトではS波速度1100m/sの層の層厚が1000～1400mであるが(佐藤・他,2000)、
TCU049 ではこの層厚が約 150m と推定され、台中盆地の北部と中部では地下構造が急変していることがわかった。
また、上盤サイトでは表層に逆転層がある可能性があるが、この層以深の S波速度は下盤サイトと同じで層厚が違
うと考えて観測位相速度がよく説明できることを指摘した。また、観測位相速度は、1～3Hz では下盤サイト
(TCU049)の方が上盤サイトより早いことを示した。 
 
 
筆者ら(佐藤・他,2000,地盤震動シンポジウム)は、1999 年 10 月に計測した台中市の南東にある大里市近傍の 4

サイトでのアレー微動記録と、2000 年 2 月に計測した台中盆地とその周辺の 52 地点で単点微動記録を用いて、地
表から地震基盤までの S 波速度構造の推定を行っている。その結果、4 つのアレー微動観測点では S 波速度
Vs1100m/s の層が 1000m～1400m と厚いのに対して、台中盆地の北側の単点微動観測点では 300～500m 程度以下と
薄いことがわかった。しかし、この層の層厚は、水平上下スペクトル比 H/V の谷の周波数から推定してるため、谷
の周波数が約 1Hz 以上に対応する層厚である 300～500m より薄い場合、推定精度が低くなるという問題があった。
また、単点微動観測点での地下構造は、Vs はアレー微動観測点で推定された値で固定し、層厚を推定するという
方法によっているが、4 つのアレー微動観測点が車籠埔断層の下盤側であり、上盤側で同じ Vs を仮定してよいの
かという疑問があった。そこで、2000 年 9 月に盆地の北側の下盤側(TCU049)と、TCU049 の東側の上盤側(ETC006)
でアレー微動観測を行った。本研究では、この 2つのアレー観測点での記録を用いた初期解析結果について報告す
る。なお、上盤側の小さな盆地の中にあり建物被害も大きかった埔里(TCU074)と国姓(TCU072)でもアレー微動観測
を行うとともに、台中盆地の南側及び車籠埔断層を横断する埔里までの東西測線でも単点微動観測を行っており、
この解析結果については今後紹介する予定である。 
TCU049 と ETC006 は、Higashi et al.(2000)が臨時余震観測を行った北側の東西測線上にあり、ETC006 では臨

時余震観測点でもある。ETC006 では 3 つのサイズのアレー(S,M,L)で、TCU049 では 2 つのサイズのアレー(M,L)で
観測を行った。1 アレーにつき工藤式の加速度計を 10 個を配置した。記録を解析した結果、TCU049 での観測位相
速度は、0.5～1.5Hz で 1500～1600m/s とほぼフラットで、0.5Hz 以下で増加する形状であることから、Vs1100m/s
の層の下は Vs1800m/s 程度であることがわかった。 この層の Vs は、佐藤・他では既往の文献から 1580m/s と仮定
していたものである。なお、この層の層厚を、佐藤・他が既往の地質柱状図や H/V の 0.1Hz 付近のピーク周波数に
基づき、台中盆地の平均的値として概算した 1800m とした場合、理論位相速度は低周波数領域の観測位相速度とほ
ぼ合うことが確認された。 
また、他の層の Vs は、大里市付近のアレー微動記録から推定された Vs が TCU049 にも有効であり、TCU049 での

Vs1100m/s の層厚は約 150m であることがわかった。これは、大里市付近のアレー観測点での層厚と比べると 1000m
も薄い。TCU049 付近と大里市付近の表層地質は同じ沖積層であり、その間に地質的な境界はみられないが、地下
構造には大きな差があることを意味する。Higashi et al. は、大里市付近のアレー微動観測点を含む東西測線で
も余震観測を行い、上盤観測点に対する相対的地盤増幅率は大里市付近では明らかに 1 より大きいのに対して、
TCU049 付近では 1 または 1 以下であることを示しているが、これは両地点での地下構造の違いを反映したものと
考えられる。中高層マンションの被害が集中した大里市近傍は、東側は車籠埔断層が接しており、北側にはこのよ
うな地下構造の急変があることから、集集地震の強震動には 3次元的地盤増幅の影響があった可能性がある。 
ETC006 でのアレー微動記録から推定された位相速度は、約 3Hz で最小(600m/s)で、高周波数領域では徐々に増

加して、12Hz で 800m/s となるという特異な形状をもつ。これは、表層に逆転層があることを示唆している。3Hz
以下の低周波数領域の位相速度は、Vs を固定して層厚を推定した佐藤・他の地下構造のうち、Vs1580m/s を本研究
で推定した 1800m/s に修正した地下構造を用いた理論位相速度でほぼ説明できる。したがって、表層以外について
は、上盤と下盤では Vs は同じで層厚が異なるという仮定は妥当であると考えられる。ETC006 と TCU049 の観測位



相速度を比較すると、1～3Hz では ETC006 の方が明らかに遅い。また、余震記録でも ETC006 では下盤観測点より
やや増幅しており(Higashi et al.,2000)、逆転層の影響も含めて地盤増幅について吟味していく必要があると考
えられる。 
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